実習指導者と看護教員の相互研修　実施要領

[bookmark: _Hlk73104853]１　目的
　　看護学生の実習に携わる実習施設の看護職員と看護師等学校養成所の
看護教員の連携強化を図り、臨地実習の体制整備を図る。

２　実施主体
山口県及び公益社団法人山口県看護協会

３　会場
山口県看護研修会館（山口県防府市大字上右田2686）

４　受講対象
看護学生の実習に携わる実習施設の看護職員と看護師等学校養成所の
看護教員

５　受講料 　無料

６　研修日時及び研修内容　　（プログラム参照）

７　募集期間
　　令和3年6月1日（火）～6月29日（火）

８　申込方法・申込先
　　別添「申込用紙研修Ⅰ・研修Ⅱ」をＦＡＸにて山口県看護協会内事務局へ提出する。　※どちらか1日の参加も可能です。
　　
　　※申込みされた方は全員参加が可能です。改めて受講決定通知は郵送いた
しませんのでご了承ください。受講ができない場合は7月10日までに個
別にご連絡させていただきます。

　　申込先　　山口県看護協会　教育課 認定教育係
　　　　　　　TEL　0835-28-8123
　　　　　　　FAX　0835-24-1230




実習指導者と看護教員の相互　研修Ⅰプログラム
	日時
	方法
	内容

	8月9日（月）
9：45～10：00
10：00～16：30


	

講義
演習


	
オリエンテーション
臨床実習における教材化
１．看護学実習における教材とは 
２．臨床実習で何が学ばれているか
３．教材化のために必要な力



実習指導者と看護教員の相互　研修Ⅱプログラム
	日時
	方法
	内容

	8月12日（木）
9：30～9：40
9：40～12：00


	

話題
提供



	
オリエンテーション
テーマ：効果的な実習指導のための連携、協働について考える
１．話題提供
１）看護教員からの話題提供
「臨床の場で教員として行っている連携、協働」
２）実習指導者からの話題提供
「実習指導者として行っている私の工夫」
―教員、病棟管理者、病棟スタッフとの連携―

	13：00～15：30
	


	テーマ：効果的な実習指導のためのスタッフとの連携、協働に
ついて考える
１．指導に当たるスタッフとの連携・協働がどのような効果を
もたらすか整理する。
２．最も効果をもたらすであろう連携・協働の具体的方法に
ついて考える。

	15：50～16：20
	発表
	全体共有
シートⅡを掲示し「よいアイデアに投票する」



